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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２４年１月１２日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  庄 司 邦 昭 

                           委   員  石 川 敏 行 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 火災 

発生日時 平成２３年２月８日 ００時４０分ごろ 

発生場所 茨城県神栖
かみす

市波崎
はさき

漁港 

 千葉県銚子市所在の銚子港一ノ島灯台から真方位２６７°１,３００ｍ付

 近 

（概位 北緯３５°４４.８′ 東経１４０°５０.５′） 

事故調査の経過 

 

 

平成２３年６月７日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

 

漁船 第五十六石
いし

田
だ

丸、２４７トン  

１３６６２７、株式会社石田丸漁業 

５５.３０ｍ×８.４０ｍ×４.０５ｍ、鋼 

ディーゼル機関、８５３kＷ、平成１３年２月 

乗組員等に関する情報 船長 男性 ５９歳 

 五級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 昭和５３年９月８日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成１８年３月９日 

 免状有効期間満了日 平成２３年１１月３日 

機関長 男性 ４４歳 

 四級海技士（機関） 

  免 許 年 月 日 平成２０年７月３日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２０年７月３日 

  免状有効期間満了日 平成２５年７月２日 

死傷者等 なし 

損傷 船員室が焼損 

事故の経過 

 

 

 

本船は、波崎漁港に入港して漁獲物を水揚げしたのち、平成２３年２月

７日１５時４０分ごろ、発電機を停止して船内の電気を休止し、乗組員全

員（船長ほか９人）が下船した。 

機関長は、翌８日００時３０分ごろ、出漁準備のために乗船したのち、

発電機を運転して船内に電気を供給し、約５分後の４０分ごろ、船首側に

配置された操舵室等区画の船尾側出入口ドアを開けて入ろうとした際、焦

げくさい臭いを感じたことから、上甲板下の船員室区画を確認したとこ

ろ、同区画で煙を認めた。 

機関長は、直ちに船長に状況を連絡し、駆けつけた船長は、船舶所有者

に連絡するとともに、機関長等と共に散水用ホースで船員室へ放水して初
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期消火を行った。 

その後、本船は、船舶所有者から連絡を受けた消防によって消火活動が

行われ、鎮火した。 

気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北西、風力 １、気温 約５～６℃ 

海象：海上 平穏 

その他の事項 本船の上甲板上には、操舵室等区画が設けられ、下層から順に食堂、船

長室、操舵室に、同区画の上甲板下は、船員室区画になっていた。なお、

機関室は、船尾側上甲板及びその下部に配置されていた。 

本船は、機関長が乗船した時点では異状が認められなかった。 

船員室には、部屋ごとに湿気対策として除湿機が置かれ、除湿機のコン

セント及びスイッチは入った状態になっていた。 

出火した船員室は、除湿機及びその上部の天井が激しく焼損していた。 

焼損した除湿機は、現場調査時、廃棄処分されていた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

あり 

なし 

本船は、波崎漁港で接岸中、次に掲げた事由に

より、船員室の除湿機から出火したことから、火

災になった可能性があると考えられるが、除湿機

が廃棄処分されていたので、除湿機の発火状況を

明らかにすることはできなかった。 

① 船員室は、除湿機及びその上部の天井が激し

く焼損していた。 

② 本船は、船内に電気が供給された後に船員室

から出火した。 

③ 除湿機は、コンセント及びスイッチが入った

状態となっていた。 

原因 本事故は、夜間、本船が、波崎漁港で接岸中、船員室の除湿機から出火

したため、発生した可能性があると考えられる。 

 




